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熊
本
県
総
合
計
画
ゆ
た
か
さ
多
彩

『
生
活
創
造
』
く
ま
も
と

県
で
は
、
県
民
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き
、
多
彩
な
「
ゆ

た
か
さ
」
を
実
感
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
、

社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、
地
域
基
盤
づ
く
り

な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
躍
動
す
る
く
ま
も
と
」
づ
く
り

豊
か
な
自
然
の
中
で
、

力
強
く
均
衡
の
と
れ
た
発
展
を
目
指
し
て

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、
力
強
く
発
展
す
る
県
土
く
ま
も
と
を
つ
く
る
た
め
の

取
組
み
が
、
「
躍
動
す
る
く
ま
も
と
」
づ
く
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
快
適
な
生

活
の
場
と
な
り
、
活
力
あ
る
経
済
活
動
や
い
ろ
ん
な
地
域
と
の
活
発
な
交
流
を
行
う

た
め
に
必
要
と
な
る
、
生
活
や
地
域
の
発
展
を
支
え
る
様
々
な
基
盤
に
着
目
。
県
土

全
体
、
環
境
、
産
業
基
盤
、
農
山
漁
村
、
都
市
、
そ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
た
広
域
的

生
活
圏
、
九
州
あ
る
い
は
世
界
の
中
の
熊
本
と
い
っ
た
視
点
で
、
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
県
内
各
市
町
村
間
、
県
内
と
九
州
各
地
あ
る
い
は
世
界
各
都
市
を

結
ぶ
【
交
通
基
盤
の
整
備
】
、
活
力
の
あ
る
生
活
基
盤
を
つ
く
る
た
め
の
【
産
業
の
振

興
】
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

【
交
通
基
盤
の
整
備
】
は
、
経
済
活

動
や
レ
ジ
ャ
ー
と
い
っ
た
生
活
の
場
面

に
お
け
る
基
礎
と
な
る
も
の
で
、
新
幹

線
、
高
速
道
路
等
の
広
域
高
速
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
県
内
幹
線
道
路
等
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
熊
本
市
か
ら
県
内
各

市
ま
で
九
十
分
以
内
、
九
州
の
各
県
庁

所
在
地
ま
で
百
五
十
分
で
行
け
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
九
州
新
幹
線
は
、
四
月
に

熊
本
駅
部
の
工
事
実
施
計
画
が
認
め
ら

れ
、
五
月
に
は
整
備
調
整
事
業
に
着
工
。
全

線
開
通
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

道
路
の
整
備
で
は
、
七
月
二
十
七
日

に
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
人
吉
～
え
び

の
間
が
開
通
。
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
も
着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
中
九
州
横
断
道
路
や
熊
本
天
草

幹
線
道
路
、
熊
本
環
状
道
路
の
三
本
の

路
線
が
地
域
高
規
格
道
路
（
自
動
車
専

用
道
路
）
計
画
路
線
の
指
定
を
受
け
、

島
原
天
草
長
島
横
断
道
路
（
三
県
架

橋
）
は
同
候
補
路
線
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
他
、
熊
本
阿
蘇
幹
線
道
路
、

南
関
イ
ン
タ
ー
～
荒
尾
・
長
洲
幹
線
道

路
な
ど
の
県
内
幹
線
道
路
桐
の
整
備
や

生
活
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

空
港
整
備
で
は
、
現
在
熊
本
空
港
に

最
新
の
計
器
着
陸
装
置
の
導
入
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
霧
を
原
因
と

す
る
悪
天
候
で
も
着
陸
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

港
湾
整
備
で
は
、
熊
本
港
に
初
の
貨
物

岸
壁
が
完
成
。
引
き
続
い
て
、
本
格
的
に

貨
物
の
積
み
出
し
や
荷
上
げ
の
港
と
し
て

の
整
備
を
行
い
葺
八
代
港
は
五
万
t

級
岸
壁
の
整
備
、
水
俣
港
、
三
角
港
に
つ

い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
産
業
の
振
興
】
に
つ
い
て
は
、
本
県
で

は
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
全
国
平
均

に
比
べ
低
く
、
一
人
当
た
り
の
県
民
所
得

は
全
国
三
十
三
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

県
が
大
き
く
伸
び
て
い
く
た
め
に
も
、
さ

ら
に
各
産
業
の
振
興
が
必
要
で
す
。

ま
ず
、
農
業
で
は
、
本
県
は
日
本
有

数
の
食
料
供
給
基
地
と
し
て
の
地
位
を
保

っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
農
産
物
の
輸
入
白

由
化
が
進
み
シ
ェ
ア
は
下
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
今
後
も

自
由
化
に
負
け
な
い
足
腰
の
強
い
農
業

（
農
林
水
産
業
）
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
製
造
業
で
は
、
企
業
誘
致
を
進

め
る
と
と
も
に
、
熊
本
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計

画
な
ど
、
「
製
造
品
出
荷
額
四
兆
円
達

成
」
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
済
の
国
際
化
が
進
む
中
、

地
域
に
お
け
る
海
外
商
品
の
輸
入
拡
大

策
と
し
て
、
F
A
Z
（
輸
入
促
進
拠
点

地
域
整
備
）
事
業
を
進
め
る
た
め
の
会

社
が
八
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
の
円
高
や
景
気
回
復
の
鈍
り
、

企
業
活
動
の
国
際
化
な
ど
に
よ
り
、
企

業
が
海
外
に
生
産
拠
点
を
移
し
た
た
め

国
内
の
産
業
の
空
洞
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

県
内
で
の
働
く
場
と
県
民
の
所
得
を
確

保
す
る
た
め
、
開
拓
者
精
神
を
持
っ
た

企
業
家
が
新
た
な
産
業
分
野
を
切
り
開

く
こ
と
を
総
合
的
に
支
援
す
る
施
策
に

も
取
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
優
し
い
く
ま
も
と
」
づ
く
り

思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
、

誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て

県
民
が
互
い
に
助
け
あ
い
励
ま
し
あ
い
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
る
た
め
の
取
組
み
が
「
優
し
い
く
ま
も
と
」
づ
く
り
で
す
。
生
活
全
般
に
わ

た
り
、
一
人
ひ
と
り
の
自
立
を
支
え
、
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

「
住
ま
う
」
「
働
く
」
「
学
ぶ
」
「
楽
し
む
」
と
い
っ
た
各
場
面
か
ら
施
策
を
計
画
。
子

供
た
ち
、
若
者
、
働
く
人
々
、
女
性
、
障
害
者
、
高
齢
者
、
そ
し
て
県
民
全
体
の
視

点
で
、
優
し
い
く
ま
も
と
を
目
指
し
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
優
し
い
く
ま
も
と
】
の
中
心
と
な
る

の
が
「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

推
進
の
基
本
と
な
る
「
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
（
通
称
）
」
を
三
月
に
制
定
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る

社
会
づ
く
り
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
（
※
）
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
づ

く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

次
に
、
働
く
人
々
の
支
援
と
し
て
は
、

職
業
能
力
開
発
や
人
材
育
成
を
進
め
て

い
ま
す
。
高
度
な
実
践
技
術
者
を
養
成
す

る
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
の
整
備
、

農
業
大
学
校
の
充
実
な
ど
を
進
め
て
い
る

ほ
か
、
U
タ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
サ
ー
制
度
を
つ

く
り
、
優
秀
な
人
材
の
県
内
雇
用
を
促
進

し
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
の
経
営
者
や
従

業
員
の
研
修
機
関
で
あ
る
中
小
企
業
大

学
校
人
吉
校
も
十
月
四
日
に
開
校
し
ま
す
。

教
育
面
で
は
、
昨
年
度
男
女
共
学
化
、

学
部
増
設
を
行
い
総
合
大
学
に
な
っ
た

熊
本
県
立
大
学
の
さ
ら
な
る
充
実
や
、
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
し
て
県
立
高
校

へ
の
総
合
学
科
や
全
日
制
単
位
制
の
導

入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
私
立

学
校
に
対
し
て
は
、
教
育
条
件
の
維
持
・

向
上
、
修
学
上
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

等
を
図
る
た
め
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

文
化
面
で
は
、
二
十
一
世
紀
初
頭
の

記
念
事
業
と
し
て
県
立
博
物
館
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
、
現
在
基
本
構
想
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
機
会

づ
く
り
と
し
て
、
平
成
九
年
に
第
十
五

回
男
子
世
界
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
、
平
成
十
一
年
に
「
く
ま
も
と
未
来
国

体
」
が
開
か
れ
ま
す
。

本
県
の
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
水
俣
病
問
題
に
つ
い
て
も
、
全
面
的
な
解

決
に
向
け
て
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

県
計
画
で
は
、
「
躍
動
す
る
く
ま
も
と

づ
く
り
」
「
優
し
い
く
ま
も
と
づ
く
り
」
の

二
つ
の
柱
を
、
さ
ら
に
き
め
細
か
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
実
現
で
き
る
よ

う
県
内
を
七
つ
に
区
分
し
た
生
活
圏
域

を
決
め
、
各
地
域
の
個
性
を
い
か
し
な
が

ら
、
広
域
的
な
考
え
方
に
立
っ
た
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
熊
本
市
及
び
そ
の
周
辺
の
熊

本
広
域
都
市
圏
に
つ
い
て
は
、
九
州
に

お
け
る
拠
点
性
を
高
め
た
り
県
勢
発
展

の
け
ん
引
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
県
や
市
、
民
間
の
役
割

分
担
、
短
期
・
中
長
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
明
確
に
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
圏
域
で
は
、
宇
城
、
菊
池
、

上
益
城
地
域
定
住
環
境
整
備
、
県
北
連

担
都
市
地
域
整
備
、
阿
蘇
国
際
高
原
リ

ゾ
ー
ト
基
地
整
備
、
八
代
県
南
拠
点
整

備
、
芦
北
七
浦
パ
ー
ク
コ
ー
ス
ト
整
備
、

「
相
良
」
自
然
と
歴
史
・
文
化
の
里
整

備
、
天
草
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
基
地
整
備
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

住
み
や
す
い
熊
本
づ
く
り
の
た
め
に
・
・
・

景
気
低
迷
の
影
響
も
あ
り
、
県
財
政

は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
県

で
は
、
行
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
素

晴
し
い
自
然
風
土
の
中
で
、
物
心
と
も

に
豊
か
で
調
和
が
と
れ
、
お
互
い
の
価

値
観
を
認
め
あ
う
開
か
れ
た
社
会
、

「
熊
本
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
ふ
る
さ
と
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
「
助
け
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
、

志
高
く
」
の
熊
本
の
心
を
持
ち
、
県
民

の
皆
様
と
力
を
あ
わ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

戦
後
の
熊
本
を

ふ
り
か
え
る
。

戦
後
五
十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
今
年
。

こ
の
間
の
熊
本
県
政
の
歩
み
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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ロ
ス
五
輪
柔
道
金
メ
ダ
リ
ス
ト
山
下

泰
祐
六
段
に
第
一
号
の
県
民
栄
誉

賞
を
授
与

第
三
十
六
回
　
全
国
植
樹
祭
（
於

阿
蘇
・
み
ん
な
の
森
）

第
四
回
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
「
ク
マ
モ

ト
グ
リ
ー
ン
ピ
ッ
ク
　
8
6
」
の
開
幕

（
七
十
三
日
間
）

第
二
回
国
民
文
化
祭
・
熊
本
」
開
催

（
十
月
十
一
日
ま
で
）

ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ジ
モ
リ
次
期
大
統

領
（
当
時
）
来
熊

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
八
代

～
西
鹿
児
島
間
本
格
着
工
の
起
工

式熊
本
県
総
合
計
画
「
ゆ
た
か
さ
多

彩
『
生
活
創
造
』
く
ま
も
と
」
策
定

熊
本
港
開
港
・
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
完
成

熊
本
県
立
大
学
ス
タ
ー
ト

九
州
新
幹
線
熊
本
駅
整
備
調
整
事

業
起
工
式

九
州
縦
貫
自
動
車
道
全
線
開
通

「
㈱
く
ま
も
と
フ
ァ
ズ
」
設
立

世
界
最
長
の
青
函

ト
ン
ネ
ル
が
開
通

日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
士

秋
山
氏
帰
還

私
の
戦
後
五
十
年

終
戦
後
十
年
、
農
家
な
の
に
、
食
べ
る
物
に

不
自
由
し
ま
し
た

植
木
町
　
内
田
雪
江
さ
ん

戦
後
五
十
年
。
一
番
た
い
へ
ん
だ
っ
た
の
は
、
や
っ

ぱ
り
終
戦
直
後
の
十
年
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
地
主
に
嫁
ぎ
、

戦
後
は
、
残
っ
た
土
地
で
主
人
と
に
わ
か
農
家
。
な
か

な
か
収
穫
が
上
が
ら
な
く
て
。
農
家
な
の
に
、
家
族
が

食
べ
る
物
に
も
不
自
由
し
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
、
世

の
中
も
暮
ら
し
も
落
ち
着
き
ま
し
た
け
ど
。

健
康
の
た
め
に
と
卓
球
を
始
め
た
の
は
、
六
十
一
歳

の
時
。
卓
球
を
通
し
て
、
日
本
や
世
界
に
た
く
さ
ん
の

お
友
達
が
で
き
て
…
。
こ
う
し
て
運
動
が
楽
し
め
る
の

も
、
世
の
中
が
豊
か
に
な
っ
た
お
か
げ
で
す
ね
（
談
）
。

内
田
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

明
治
四
十
五
年
生
ま
れ
。
昭
和
六
十
一
年
、
七
十
四
歳
の
時
に
第
三

回
世
界
ベ
テ
ラ
ン
卓
球
選
手
権
大
会
で
優
勝
。
今
年
五
月
、
第
一
回

北
京
国
際
ベ
テ
ラ
ン
卓
球
選
手
権
大
会
で
、
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル

ス
の
二
冠
を
獲
得
。

県
内
を
七
つ
の
生
活
域
に
区
分
。

各
圏
域
の
可
能
性
を
伸
ば
し
、

活
か
し
て
い
く
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

（※）〈ノー マライゼー ション〉

年齢や障害の有無にかかわらず、高齢者も障害者も、

すべての人々が同 じ社会の一員として、共に地域で暮

らし、共に生きていけるように環境整備 していくこと。

また、そのような社会こそ当り前の社会であるという

考え方。

もともとは、デンマークで精神薄弱者への対応から

始まった考え方であるが、その後、広がりを見せ、国

連の 「障害者の権利宣言」（1 9 7 5）、「国際障害者年行

動計画」（1 9 79 ）に も、その理念が反映されるように

なるなど、現在では社会福祉一般の基本的な理念とし

て国際的にも定着化している。

第3空港線 九州新幹線熊本駅部の完成予想図（熊本駅
周辺整備構想調査報告書〈昭和61年国鉄
下関工事事務所〉より）

テクノポリスセンター（中央緑地公園から）

九州縦貫自動車道人吉～えびの間

八代外港

農業研究センター

県立装飾古墳館

アスペクタ夜景

県立大学

H7・3月に導入された、リフト付超低床パス

シルバースポーツ交流大会（H7．5．16）


